
- 1 -

 

 原議保存期間 ５年（令和13年3月31日まで）  

 有 効 期 間 一種（令和13年3月31日まで）  

警 視 庁 生 活 安 全 部 長 警察庁丁保発第171号、丁生企発第528号 

警 視 庁 交 通 部 長　殿 丁交企発第237号、丁交規発第146号 

各 道 府 県 警 察 本 部 長 令 和 ７ 年 ８ 月 2 2 日　

（参考送付先） 警 察 庁 生 活 安 全 局 保 安 課 長　 

各 方 面 本 部 長 警察庁生活安全局生活安全企画課長 

警察大学校生活安全教養部長 警 察 庁 交 通 局 交 通 企 画 課 長　

警察大学校交通安全教養部長 警 察 庁 交 通 局 交 通 規 制 課 長　 

各管区警察局広域調整担当部長 　　 

　　　鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律の一部改正について

（通達） 

　本年４月25日に公布された鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法

律の一部を改正する法律（令和７年法律第28号。以下「改正法」という。）につ

いては、令和７年９月１日から施行される。 

　また、改正法の施行に伴い、鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する

法律施行令の一部を改正する政令（令和７年政令第255号。以下「改正令」とい

う。）が７月11日に公布され、令和７年９月１日から施行される。 

　改正法及び改正令の主な内容及び施行に伴う運用上の留意事項は別紙のとおり

であるので、事務処理上遺漏のないようにされたい。 
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別紙 

（凡例） 

「改正法」　　　：鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律の一部

を改正する法律（令和７年法律第28号） 

「改正令」　　　：鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律施行令

の一部を改正する政令（令和７年政令第255号） 

「法」　　　　　：改正法による改正後の鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正

化に関する法律（平成14年法律第88号） 

「政令」　　　　：改正令による改正後の鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正

化に関する法律施行令（平成14年政令第391号） 

「銃刀法」　　　：銃砲刀剣類所持等取締法（昭和33年法律第６号） 

「銃刀法施行令」：銃砲刀剣類所持等取締法施行令（昭和33年政令第33号） 

「警職法」　　　：警察官職執行法（昭和23年法律第136号） 

「危険鳥獣」　　：法第２条第６項において熊その他の人の日常生活圏に出現し

た場合に人の生命又は身体に危害を及ぼすおそれが大きいも

のとして政令で定める鳥獣（政令において、ヒグマ、ツキノ

ワグマ及びイノシシと定められている） 

 

第１　改正法の趣旨 

　改正前の鳥獣保護管理法においては、住居が集合している地域又は広場、駅

その他の多数の者の集合する場所（以下「住居集合地域等」という。）におけ

る銃猟等が禁じられていた。 

　しかし、近年、危険鳥獣による人の日常生活圏への侵入が増加していること

などを踏まえ、これらの事態に対し、より予防的かつ迅速に対処するため、一

定の要件を満たす場合に、住居集合地域等よりも広い概念である人の日常生活

圏において、危険鳥獣について銃猟をすることを可能とする制度が創設された。 

 

第２　緊急銃猟（法第34条の２） 

１　内容 

　市町村長は、危険鳥獣が、住居、広場その他の人の日常生活の用に供され

ている場所又は電車、自動車、船舶その他の人の日常生活の用に供されてい

る乗物（以下「住居等」という。）に侵入していること又は侵入するおそれ

が大きいことを把握し、かつ、当該危険鳥獣による人の生命又は身体に対す

る危害を防止するための措置を緊急に講ずる必要があると認める場合におい

て、銃器を使用した鳥獣の捕獲又は殺傷（以下「捕獲等」という。）以外の

方法によっては的確かつ迅速に当該危険鳥獣の捕獲等をすることが困難であ
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り、かつ、法第34条の４の規定による安全を確保するための措置その他の措

置を講ずることにより銃猟によって人に弾丸の到達するおそれその他の人の

生命又は身体に危害を及ぼすおそれがないと認めるときは、住居等又はその

付近において、当該危険鳥獣について銃猟をすることができる。 

２　留意事項 

(1) 銃刀法との関係 

　ア　発射禁止違反の適用について（銃刀法第３条の13及び同法第10条第２

項） 

　銃刀法第３条の13は公共の空間における発射の禁止について規定して

おり、同条各号は、同条の適用が除外される場合を定めている。また、

銃刀法第10条第２項は、銃刀法第４条又は第６条の許可を受けた者によ

る許可銃砲等の発射の禁止について規定しており、銃刀法第10条第２項

各号は、同項の適用が除外される場合を定めている。 

　緊急銃猟は、危険鳥獣による人の生命又は身体に対する危害を防止す

るため、市町村長の責任において、鳥獣の管理の目的で行われる銃猟で

あり、有害鳥獣駆除の用途に供するための銃砲の使用に当たる。また、

法第９条第１項の規定による許可に基づく鳥獣の捕獲等以外の有害鳥獣

駆除に当たることから、銃刀法施行令第１条の特定有害鳥獣駆除に該当

する。 

　したがって、緊急銃猟に該当する発射については、銃刀法第３条の13

第５号に該当し、公共の空間における発射の禁止違反とはならないこと、

また、銃刀法第10条第２項第３号に該当し、許可銃砲等の発射の禁止違

反とはならないことに留意すること。 

　イ　許可銃砲等の発射時の注意義務について（銃刀法第10条第３項） 

　銃刀法第10条第３項は、銃砲等の所持許可者が許可銃砲等を発射する

場合における人の生命、身体又は財産への危害防止に係る注意義務を定

めている。 

　他方で、改正法では、緊急銃猟の実施主体は市町村長であり、市町村

長の委託を受けて緊急銃猟を実施する者が損失の補償を行うことは適当

ではないとの考えに基づき、緊急銃猟により、財産への危害が生じた場

合について、市町村長は、緊急銃猟の実施のため損失を受けた者に対し、

通常生ずべき損失の補償をすることとされている（法第34条の６）。 

　これらを踏まえると、銃砲等の所持許可者がその許可銃砲等により行

った発射が緊急銃猟に該当する場合には、緊急銃猟の結果として、人の

財産に危害が生じた場合であっても、当該所持許可者に対し、原則とし

て、銃刀法第10条第３項違反により行政処分を行うことは適当ではない
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ことに留意すること。　 

ウ　猟銃等の用途について 

　上記アのとおり、緊急銃猟は有害鳥獣駆除に当たることから、緊急銃

猟に使用する猟銃等には有害鳥獣駆除の用途が付されている必要がある

ことに留意し、あらかじめ緊急銃猟の実施主体である市町村長と連携し、

緊急銃猟を実施する職員又は委託されて緊急銃猟を実施する者が使用す

る猟銃等の所持許可の用途を確認しておくなど、適切な措置をとるよう

努めること。 

(2) 道路交通法の適用について 

　道路交通法（昭和35年法律第105号）第76条第４項第４号は、「石、ガ

ラスびん、金属片その他道路上の人若しくは車両等を損傷するおそれのあ

る物件を投げ、又は発射すること」を禁止している。 

　この点、緊急銃猟に該当する道路外への発射をはじめ、道路上の人又は

車両等を損傷するおそれがない場合の発射は同規定に抵触しないと解され

る。一方、道路上の人又は車両等を損傷するおそれがないとは必ずしも言

えない状況下での発射であっても、法第34条の２において、緊急銃猟は法

令に基づく行為として明確に規定されたことから、緊急銃猟として発射す

る行為は、刑法（明治40年法律第45号）第８条及び第35条により、正当行

為として、道路交通法第76条第４項第４号に係る違法性は阻却され得るも

のと解されることに留意すること。 

 

第３　緊急銃猟等のための土地の立入り等（法第34条の３） 

　危険鳥獣は、市町村職員等が自由に出入りすることができる公道等に侵入す

るとは限らず、他人が所有権ないし占有権を有する土地や、障害物により銃器

の使用に困難が伴う場所に侵入する場合も考えられる。 

　そのため、法第34条の３において、市町村長は、緊急銃猟をし、又は緊急銃

猟により捕獲等した危険鳥獣の適切な処理をするために必要な限度において、

その職員に命じ又は職員以外の者に委託して他人の土地に立ち入らせ、若しく

は障害物を除去させることができることが定められた。 

 

第４　安全を確保するための措置（法第34条の４） 

１　通行の禁止又は制限の措置について（法第34条の４第１項） 

　市町村長は、緊急銃猟をしようとする場合において、緊急銃猟の実施に伴

う人の生命又は身体に対する危害を防止するため必要があると認めるときは、

政令で定める手続に従い、当該危害が発生するおそれのある場所の通行を禁

止し、又は制限（以下「通行禁止等」という。）することができることとさ
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れているところ、当該政令で定める手続として、警察署長への通報（政令第

５条第１項）等が定められている。 

　通報がなされた場合には、警察署長は、各都道府県警察本部に報告の上、

通行禁止等が行われる区間の周辺道路における交通規制等、必要に応じ、所

要の対応を迅速に実施すること。また、市町村長が通行禁止等を行おうとす

る区間が複数の警察署の管内にまたがり、複数の警察署長に対して市町村長

からの通報がなされた場合は、警察本部で速やかに調整を図ること。 

２　避難の指示について（法第34条の４第２項）　 

　市町村長は、緊急銃猟をしようとする場合において、緊急銃猟の実施に伴

う人の生命又は身体に対する危害を防止するため必要があると認めるときは、

当該危害が発生するおそれのある地域の住民に対し、避難すべき旨を指示す

ることができることが定められた。 

 

第５　その他 

１  市町村等との連携 

　　　緊急銃猟の実施の権限は市町村長とされており、警察は、その実施の判断

の権限を有していない。 

　　　一方、これまで、市街地に熊等が出没した際には、警察は、速やかに市町

村や関係機関等と連携し、地域住民等の安全確保のための避難誘導、交通規

制、警戒活動等に当たるとともに、安全な場所への避難等が円滑に行われる

よう、市町村等との合同訓練を行うなどしてきたが、今後、緊急銃猟が実施

される場合においても、警察におけるこれらの協力に変更が生じるものでは

ない。 

　　　したがって、緊急銃猟を実施する市町村と当該市町村を管轄する警察署と

の間で、緊急銃猟に係る連絡窓口をあらかじめ設定しておくなど、適切な連

携が図られるよう協力体制を構築すること。 

２　警察官職務執行法第４条第１項について 

　警察官が猟友会員等のハンターに対し住宅街に現れた熊等を猟銃を使用し

て駆除するよう命じることの可否については、「熊等が住宅街に現れ、人の

生命・身体に危険が生じた場合の対応における警察官職務執行法第４条第１

項の適用について」（警察庁丁保発第43号ほか。以下「通達」という。）に

おいて示しているところであるが、改正法の施行後も、通達による対応に変

更が生じるものではなく、例えば、熊等が出没して現実・具体的に危険が生

じ特に急を要する状況であり、緊急銃猟で対処ができない場合などには、警

職法第４条第１項を適用することが想定される。 

３  警察庁への報告等 
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　緊急銃猟の実施等に関連して銃刀法上の行政処分等を検討する場合には、

慎重な判断を要することから、検討段階で確実に「銃砲等、刀剣類、火薬類

及び危険物に係る関係統計等の報告について（通達）」（令和５年９月27日

付け警察庁丁保発第113号）に基づき、速やかに事案の概要等を報告するこ

と。 

 

（参考資料） 

　○　鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律の一部を改正する法

律（令和７年法律第28号）の官報の写し及び新旧対照条文 

　○　鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律施行令の一部を改正

する政令（令和７年政令第255号）の官報の写し及び新旧対照条文 
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号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

危
険
鳥
獣
の
管
理
に
関
す
る
事
項

第
四
条
第
二
項
中
第
九
号
を
第
十
号
と
し
、
第
八
号
を
第
九
号
と
し
、
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

危
険
鳥
獣
の
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
け
る
生
息
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
危
険
鳥
獣
の
人
の
日
常
生
活
圏
へ
の
侵
入
の
防
止
に
関
す
る
事
項

第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
中
「
次
章
第
一
節
」
を
「
第
四
章
第
一
節
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
六
項
中
「
第
二
条
第
十
項
」
を
「
第
二
条
第
十
一
項
」
に
改
め
る
。


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２

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
銃
猟
（
以
下
「
緊
急
銃
猟
」
と
い
う
。）を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
職

員
に
緊
急
銃
猟
を
実
施
さ
せ
、
又
は
そ
の
職
員
以
外
の
者
に
委
託
し
て
緊
急
銃
猟
を
実
施
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
長
は
、
緊
急
銃
猟
を
実
施
す
る
場
所
、
緊
急
銃
猟
の
実
施
に
当
た
り
留
意
す
べ
き
事

項
そ
の
他
の
緊
急
銃
猟
の
実
施
に
関
す
る
事
項
を
こ
れ
ら
の
者
に
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
す
る
。

３

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
緊
急
銃
猟
を
実
施
さ
せ
る
場
合
に
は
、
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
狩

猟
免
許
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
適
正
に
緊
急
銃
猟
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
経
験
、
技
能
及
び
知
識

を
有
す
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
要
件
を
備
え
る
者
に
緊
急
銃
猟
を
実
施
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

４

緊
急
銃
猟
を
実
施
す
る
者
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
票
を
携
帯
し
、
関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

緊
急
銃
猟
と
し
て
実
施
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
第
八
条
、
第
十
五
条
第
四
項
、
第
十
七
条
、
第
三
十
五
条
第
二

項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
三
十
八
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
同
条
第
三
項
（
弾
丸
の
到
達
す
る
お
そ

れ
の
あ
る
人
に
向
か
っ
て
す
る
銃
猟
の
制
限
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
長
の
指
揮
を
受

け
、
人
の
生
命
又
は
身
体
に
危
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
当
該
緊
急
銃
猟
を
実
施
す
る
場
合
に
限
る
。

（
緊
急
銃
猟
等
の
た
め
の
土
地
の
立
入
り
等
）

第
三
十
四
条
の
三

市
町
村
長
は
、
緊
急
銃
猟
を
し
、
又
は
緊
急
銃
猟
に
よ
り
捕
獲
等
を
し
た
危
険
鳥
獣
の
適
切
な
処

理
を
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
職
員
に
他
人
の
土
地
に
立
ち
入
ら
せ
、
若
し
く
は
障
害
物
を
除
去

さ
せ
、
又
は
そ
の
職
員
以
外
の
者
に
委
託
し
て
他
人
の
土
地
に
立
ち
入
ら
せ
、
若
し
く
は
障
害
物
を
除
去
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
実
施
す
る
者
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
票
を
携
帯
し
、
関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
）

第
三
十
四
条
の
四

市
町
村
長
は
、
緊
急
銃
猟
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
緊
急
銃
猟
の
実
施
に
伴
う
人
の
生

命
又
は
身
体
に
対
す
る
危
害
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
手
続
に
従
い
、
当

該
危
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
の
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

市
町
村
長
は
、
緊
急
銃
猟
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
緊
急
銃
猟
の
実
施
に
伴
う
人
の
生
命
又
は
身
体
に

対
す
る
危
害
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
危
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
の
住

民
に
対
し
、
避
難
す
べ
き
旨
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
都
道
府
県
知
事
に
対
す
る
応
援
の
要
求
等
）

第
三
十
四
条
の
五

市
町
村
長
は
、
緊
急
銃
猟
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
的

確
か
つ
迅
速
に
当
該
緊
急
銃
猟
を
し
、
又
は
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
前
条
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
講
ず

る
た
め
、
応
援
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
応
援
を
求
め
ら
れ
た
都
道
府
県
知
事
は
、

正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、
応
援
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。

２

前
項
の
応
援
に
従
事
す
る
者
は
、
同
項
に
規
定
す
る
措
置
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
当
該
応
援
を
求
め
た
市
町
村
長

の
指
揮
の
下
に
行
動
す
る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
応
援
を
受
け
た
市
町
村
長
は
、
当
該
応
援
に
要
し
た
費
用
を
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
四
条
第
一
項
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中「
者
」

を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
使
用
さ
せ
た
者
」
を
「
使
用
さ
せ
た
と
き
。」に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
使

用
し
た
者
」
を
「
使
用
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
ま
で
の
規
定
中
「
者
」
を「
と
き
。」に
改
め
、

同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
八
十
四
条
の
二

第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
行
の
禁
止
又
は
制
限
に
違
反
し
た
と
き
は
、
当
該
違

反
行
為
を
し
た
者
は
、
三
月
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
八
十
五
条
第
一
項
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中「
者
」

を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
し
た
者
」
を
「
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
項
第
三
号
及
び
第
四
号
中
「
者
」

を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
若
し
く
は
」
を
「
又
は
」
に
、「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
項
第
六
号
及

び
第
七
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
る
。

第
八
十
六
条
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
者
」を「
と

き
。」に
改
め
、
同
条
第
十
一
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
二
号
と
し
、
同
条
第
十
号
中「
者
」

を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
一
号
と
し
、
同
条
第
九
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第

十
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
七
号
中
「
者
」を「
と

き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第
六
号
中
「
し
た
者
」
を
「
し
た
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第

七
号
と
し
、
同
条
第
五
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
者
」を「
と

き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、

同
条
第
二
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
二
中
「
者
」
を
「
と
き
。」

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
号
と
す
る
。

第
八
十
八
条
中
「
第
八
十
三
条
か
ら
第
八
十
六
条
ま
で
」
を
「
第
八
十
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
八
十
四

条
、
第
八
十
四
条
の
二
、
第
八
十
五
条
第
一
項
又
は
第
八
十
六
条
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

次
条
及
び
附
則
第
三
条
の
規
定

公
布
の
日

二

第
三
条
第
二
項
及
び
第
四
条
第
二
項
の
改
正
規
定

公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内

に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

（
損
失
の
補
償
）

第
三
十
四
条
の
六

市
町
村
長
は
、
緊
急
銃
猟
の
実
施
又
は
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
の
た
め
損

失
を
受
け
た
者
に
対
し
、
通
常
生
ず
べ
き
損
失
の
補
償
を
す
る
。

２

前
項
の
補
償
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
市
町
村
長
に
そ
の
請
求
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

市
町
村
長
は
、
前
項
の
請
求
を
受
け
た
と
き
は
、
補
償
す
べ
き
金
額
を
決
定
し
、
そ
の
請
求
を
し
た
者
に
通
知
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
金
額
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
六
月
を
経

過
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
訴
え
を
も
っ
て
そ
の
増
額
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

前
項
の
訴
え
に
お
い
て
は
、
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。）を
被
告
と
す
る
。

第
三
十
五
条
第
十
二
項
中
「
前
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
四
条
第
三
項
」
に
、「
次
条
第
十
二
項
」
を
「
第
三
十
五
条

第
十
二
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
八
条
第
一
項
中
「
銃
器
を
使
用
し
た
鳥
獣
の
捕
獲
等
（
以
下
「
銃
猟
」
と
い
う
。）」
を
「
銃
猟
」に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
第
三
項
の
表
中
「
第
二
条
第
六
項
」
を
「
第
二
条
第
七
項
」
に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
及
び
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
、
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
」に
改
め
、

「
掲
げ
る
場
合
」
の
下
に
「
及
び
緊
急
銃
猟
を
実
施
す
る
場
合
」
を
加
え
る
。

第
八
十
三
条
第
一
項
中
「
者
は
」
を
「
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
」
に
改
め
、同
項
第
一
号
中「
者（
」

を
「
と
き
（
」
に
、「
を
除
く
。）」
を
「
で
あ
る
と
き
を
除
く
。）。」に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
者
（
」
を
「
と
き
（
」

に
、「
者
及
び
」
を
「
者
で
あ
る
と
き
及
び
」
に
、「
を
除
く
。）」
を
「
で
あ
る
と
き
を
除
く
。）。」に
改
め
、
同
項
第
六
号

中
「
受
け
た
者
」
を
「
受
け
た
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に

改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項

第
三
号
中
「
者
」
を
「
と
き
。」に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
二
中
「
者
（
」
を
「
と
き
（
」

に
、「
者
及
び
」
を
「
者
で
あ
る
と
き
及
び
」
に
、「
を
除
く
。）」
を
「
で
あ
る
と
き
を
除
く
。）。」に
改
め
、
同
号
を
同
項

第
三
号
と
し
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
第
二
号
の
二
」
を
「
第
三
号
」
に
、「
第
四
号
」
を
「
第
五
号
」
に
、「
第

五
号
」
を
「
第
六
号
」
に
改
め
る
。


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（
施
行
前
の
準
備
）

第
二
条

環
境
大
臣
は
、
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
第
二
号
施
行
日
」

と
い
う
。）前
に
お
い
て
も
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
（
以
下
「
新
法
」
と
い
う
。）第
三
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
の
基
本
指
針
を
定
め
、
公
表
し
、
都

道
府
県
知
事
に
通
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
、
公
表
さ
れ
、
都
道
府
県
知
事
に
通
知
さ
れ
た
新
法
第
三
条
第
一
項
の
基
本
指
針

は
、
第
二
号
施
行
日
に
お
い
て
同
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
、
公
表
さ
れ
、
都
道
府
県
知
事
に
通
知
さ
れ
た
も
の

と
み
な
す
。

第
三
条

都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
号
施
行
日
前
に
お
い
て
も
、
新
法
第
四
条
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
同
条
第
一
項
の

鳥
獣
保
護
管
理
事
業
計
画
を
定
め
、
公
表
し
、
環
境
大
臣
に
報
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
、
公
表
さ
れ
、
環
境
大
臣
に
報
告
さ
れ
た
新
法
第
四
条
第
一
項
の
鳥
獣
保
護
管
理

事
業
計
画
は
、
第
二
号
施
行
日
に
お
い
て
同
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
、
公
表
さ
れ
、
環
境
大
臣
に
報
告
さ
れ
た

も
の
と
み
な
す
。

（
検
討
）

第
四
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
新
法
の
施
行
の
状
況
を
勘
案
し
、
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
新
法
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

も
の
と
す
る
。

（
地
方
税
法
及
び
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

次
に
掲
げ
る
法
律
の
規
定
中
「
第
二
条
第
九
項
」
を
「
第
二
条
第
十
項
」
に
改
め
る
。

一

地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
附
則
第
三
十
二
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書

二

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
第
十
条
の
二
第
一
項

（
道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
条

道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
十
六
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
第
八
十
三
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
八
十
三
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条

鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律

第
百
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
二
項
第
四
号
中
「
第
二
条
第
七
項
」
を
「
第
二
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
第
三
号
ま
で
及
び
第
六
号
」
を
「
第
四
号
ま
で
及
び
第
七
号
」
に
、「
第
二
号
並
び
に
」を「
第

三
号
並
び
に
」
に
、「
第
二
号
の
二
」
を
「
第
三
号
」
に
、「
同
項
第
三
号
」
を
「
同
項
第
四
号
」
に
、「
同
項
第
六
号
」

を
「
同
項
第
七
号
」
に
、「
同
条
第
二
号
」
を
「
同
条
第
三
号
」
に
改
め
る
。

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

総
務
大
臣

村
上
誠
一
郎

農
林
水
産
大
臣

江
藤

拓

環
境
大
臣

浅
尾
慶
一
郎





鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

新
旧
対
照
条
文

目
次

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）

１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
（
附
則
第
五
条
関
係
）

13

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
（
附
則
第
五
条
関
係
）

14

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

○
道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
十
六
号
）
（
附
則
第
六
条
関
係
）

15

・
・

○
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
（
附
則
第
七
条
関
係
）

17
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○
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
―
第
三
章

（
略
）

第
一
章
―
第
三
章

（
略
）

第
三
章
の
二

緊
急
銃
猟
（
第
三
十
四
条
の
二
―
第
三
十
四
条
の
六
）

第
四
章

狩
猟
の
適
正
化

第
四
章

狩
猟
の
適
正
化

第
一
節
―
第
四
節

（
略
）

第
一
節
―
第
四
節

（
略
）

第
五
章
・
第
六
章

（
略
）

第
五
章
・
第
六
章

（
略
）

附
則

附
則

第
一
章

総
則

第
一
章

総
則

第
一
条

（
略
）

第
一
条

（
略
）

（
定
義
等
）

（
定
義
等
）

第
二
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
危
険
鳥
獣
」
と
は
、
熊
そ
の
他
の
人
の
日
常
生
活

（
新
設
）

圏
に
出
現
し
た
場
合
に
人
の
生
命
又
は
身
体
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
大

き
い
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
鳥
獣
を
い
う
。

７
～

（
略
）

６
～
９

（
略
）

10環
境
大
臣
は
、
第
八
項
の
環
境
省
令
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
よ
う

環
境
大
臣
は
、
第
七
項
の
環
境
省
令
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
よ
う

11

10

と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
公
聴
会
を
開
い
て
利
害
関
係
人
の
意
見
を

と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
公
聴
会
を
開
い
て
利
害
関
係
人
の
意
見
を

聴
い
た
上
で
、
農
林
水
産
大
臣
に
協
議
す
る
と
と
も
に
、
中
央
環
境
審
議
会

聴
い
た
上
で
、
農
林
水
産
大
臣
に
協
議
す
る
と
と
も
に
、
中
央
環
境
審
議
会

の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
章

基
本
指
針
等

第
二
章

基
本
指
針
等
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（
基
本
指
針
）

（
基
本
指
針
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２

基
本
指
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す

２

基
本
指
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す

る
。

る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

危
険
鳥
獣
の
管
理
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

六

（
略
）

五

（
略
）

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
鳥
獣
保
護
管
理
事
業
計
画
）

（
鳥
獣
保
護
管
理
事
業
計
画
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

２

鳥
獣
保
護
管
理
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も

２

鳥
獣
保
護
管
理
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も

の
と
す
る
。

の
と
す
る
。

一
～
七

（
略
）

一
～
七

（
略
）

八

危
険
鳥
獣
の
当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
お
け
る
生
息
の
状
況
そ
の
他

（
新
設
）

の
事
情
を
勘
案
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
危

険
鳥
獣
の
人
の
日
常
生
活
圏
へ
の
侵
入
の
防
止
に
関
す
る
事
項

九
・
十

（
略
）

八
・
九

（
略
）

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

第
五
条
～
第
七
条
の
四

（
略
）

第
五
条
～
第
七
条
の
四

（
略
）

第
三
章

鳥
獣
保
護
管
理
事
業
の
実
施

第
三
章

鳥
獣
保
護
管
理
事
業
の
実
施

第
一
節

鳥
獣
の
捕
獲
等
又
は
鳥
類
の
卵
の
採
取
等
の
規
制

第
一
節

鳥
獣
の
捕
獲
等
又
は
鳥
類
の
卵
の
採
取
等
の
規
制

第
八
条
～
第
十
条

（
略
）

第
八
条
～
第
十
条

（
略
）

（
狩
猟
鳥
獣
の
捕
獲
等
）

（
狩
猟
鳥
獣
の
捕
獲
等
）

第
十
一
条

次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

第
十
一
条

次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

、
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
、
第
三
十
四
条
第
一
項
に

、
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
、
第
三
十
四
条
第
一
項
に
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規
定
す
る
休
猟
区
（
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
が

規
定
す
る
休
猟
区
（
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
が

あ
る
場
合
は
、
そ
の
区
域
を
除
く
。
）
そ
の
他
生
態
系
の
保
護
又
は
住
民
の

あ
る
場
合
は
、
そ
の
区
域
を
除
く
。
）
そ
の
他
生
態
系
の
保
護
又
は
住
民
の

安
全
の
確
保
若
し
く
は
静
穏
の
保
持
が
特
に
必
要
な
区
域
と
し
て
環
境
省
令

安
全
の
確
保
若
し
く
は
静
穏
の
保
持
が
特
に
必
要
な
区
域
と
し
て
環
境
省
令

で
定
め
る
区
域
以
外
の
区
域
（
以
下
「
狩
猟
可
能
区
域
」
と
い
う
。
）
に
お

で
定
め
る
区
域
以
外
の
区
域
（
以
下
「
狩
猟
可
能
区
域
」
と
い
う
。
）
に
お

い
て
、
狩
猟
期
間
（
次
項
の
規
定
に
よ
り
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
期

い
て
、
狩
猟
期
間
（
次
項
の
規
定
に
よ
り
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
期

間
と
し
、
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の

間
と
し
、
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の

期
間
と
す
る
。
）
内
に
限
り
、
環
境
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受

期
間
と
す
る
。
）
内
に
限
り
、
環
境
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
の
許
可
を
受

け
な
い
で
、
狩
猟
鳥
獣
（
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区

け
な
い
で
、
狩
猟
鳥
獣
（
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区

域
に
お
い
て
は
そ
の
区
域
に
係
る
第
二
種
特
定
鳥
獣
に
限
り
、
同
条
第
二
項

域
に
お
い
て
は
そ
の
区
域
に
係
る
第
二
種
特
定
鳥
獣
に
限
り
、
同
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
に
お
い
て
は
そ
の
延
長
の
期
間
に
係
る
第

の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
に
お
い
て
は
そ
の
延
長
の
期
間
に
係
る
第

二
種
特
定
鳥
獣
に
限
る
。
）
の
捕
獲
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
種
特
定
鳥
獣
に
限
る
。
）
の
捕
獲
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

次
条
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
及
び
第
四
章
第
一

一

次
条
、
第
十
四
条
、
第
十
五
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
及
び
次
章
第
一
節

節
か
ら
第
三
節
ま
で
の
規
定
に
従
っ
て
狩
猟
を
す
る
と
き
。

か
ら
第
三
節
ま
で
の
規
定
に
従
っ
て
狩
猟
を
す
る
と
き
。

二

（
略
）

二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
対
象
狩
猟
鳥
獣
の
捕
獲
等
の
禁
止
又
は
制
限
）

（
対
象
狩
猟
鳥
獣
の
捕
獲
等
の
禁
止
又
は
制
限
）

第
十
二
条

（
略
）

第
十
二
条

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

第
二
条
第
十
一
項
の
規
定
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
若
し
く
は
制
限

６

第
二
条
第
十
項
の
規
定
は
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
若
し
く
は
制
限
又

又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
す
る
制
限
に
つ
い
て
、
第
四
条
第

は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
が
す
る
制
限
に
つ
い
て
、
第
四
条
第
四

四
項
及
び
第
七
条
第
五
項
の
規
定
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
若
し
く
は

項
及
び
第
七
条
第
五
項
の
規
定
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
若
し
く
は
制

制
限
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
す
る
制
限
に
つ
い
て
準

限
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
す
る
制
限
に
つ
い
て
準
用

用
す
る
。

す
る
。

第
十
三
条
～
第
十
八
条

（
略
）

第
十
三
条
～
第
十
八
条

（
略
）

第
三
章
の
二

緊
急
銃
猟

（
新
設
）

（
緊
急
銃
猟
）

第
三
十
四
条
の
二

市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
以
下
こ
の
章
に
お

（
新
設
）
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い
て
同
じ
。
）
は
、
危
険
鳥
獣
が
、
住
居
、
広
場
そ
の
他
の
人
の
日
常
生
活

の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
場
所
又
は
電
車
、
自
動
車
、
船
舶
そ
の
他
の
人
の
日

常
生
活
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
乗
物
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
住
居
等
」

と
い
う
。
）
に
侵
入
し
て
い
る
こ
と
又
は
侵
入
す
る
お
そ
れ
が
大
き
い
こ
と

を
把
握
し
、
か
つ
、
当
該
危
険
鳥
獣
に
よ
る
人
の
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る

危
害
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
緊
急
に
講
ず
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場

合
に
お
い
て
、
銃
器
を
使
用
し
た
鳥
獣
の
捕
獲
等
（
以
下
「
銃
猟
」
と
い
う

。
）
以
外
の
方
法
に
よ
っ
て
は
的
確
か
つ
迅
速
に
当
該
危
険
鳥
獣
の
捕
獲
等

を
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
か
つ
、
第
三
十
四
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
措

置
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
銃
猟
に
よ
っ
て
人
に
弾
丸
の
到
達

す
る
お
そ
れ
そ
の
他
の
人
の
生
命
又
は
身
体
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な

い
と
認
め
る
と
き
は
、
住
居
等
又
は
そ
の
付
近
に
お
い
て
、
当
該
危
険
鳥
獣

に
つ
い
て
銃
猟
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
銃
猟
（
以
下
「
緊
急
銃
猟
」
と
い
う

。
）
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
職
員
に
緊
急
銃
猟
を
実
施
さ
せ
、
又

は
そ
の
職
員
以
外
の
者
に
委
託
し
て
緊
急
銃
猟
を
実
施
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
市
町
村
長
は
、
緊
急
銃
猟
を
実
施
す
る
場
所
、

緊
急
銃
猟
の
実
施
に
当
た
り
留
意
す
べ
き
事
項
そ
の
他
の
緊
急
銃
猟
の
実
施

に
関
す
る
事
項
を
こ
れ
ら
の
者
に
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
す
る
。

３

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
緊
急
銃
猟
を
実
施
さ
せ
る
場
合
に
は

、
第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
狩
猟
免
許
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
そ

の
他
の
適
正
に
緊
急
銃
猟
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
経
験
、
技
能
及
び
知

識
を
有
す
る
者
と
し
て
政
令
で
定
め
る
要
件
を
備
え
る
者
に
緊
急
銃
猟
を
実

施
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

４

緊
急
銃
猟
を
実
施
す
る
者
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
票
を
携
帯
し
、
関
係

者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

緊
急
銃
猟
と
し
て
実
施
す
る
行
為
に
つ
い
て
は
、
第
八
条
、
第
十
五
条
第

四
項
、
第
十
七
条
、
第
三
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
三
十
八
条

の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
た
だ
し
、
同
条
第
三
項
（
弾
丸
の
到
達
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
人
に
向
か
っ
て
す
る
銃
猟
の
制
限
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の

規
定
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
長
の
指
揮
を
受
け
、
人
の
生
命
又
は
身
体
に
危
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害
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
当
該
緊
急
銃
猟
を
実
施
す
る
場
合
に
限
る

。（
緊
急
銃
猟
等
の
た
め
の
土
地
の
立
入
り
等
）

第
三
十
四
条
の
三

市
町
村
長
は
、
緊
急
銃
猟
を
し
、
又
は
緊
急
銃
猟
に
よ
り

（
新
設
）

捕
獲
等
を
し
た
危
険
鳥
獣
の
適
切
な
処
理
を
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お

い
て
、
そ
の
職
員
に
他
人
の
土
地
に
立
ち
入
ら
せ
、
若
し
く
は
障
害
物
を
除

去
さ
せ
、
又
は
そ
の
職
員
以
外
の
者
に
委
託
し
て
他
人
の
土
地
に
立
ち
入
ら

せ
、
若
し
く
は
障
害
物
を
除
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
実
施
す
る
者
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
票
を

携
帯
し
、
関
係
者
の
請
求
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
）

第
三
十
四
条
の
四

市
町
村
長
は
、
緊
急
銃
猟
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い

（
新
設
）

て
、
緊
急
銃
猟
の
実
施
に
伴
う
人
の
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
危
害
を
防
止

す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
手
続
に
従
い
、

当
該
危
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
の
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

市
町
村
長
は
、
緊
急
銃
猟
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
緊
急
銃
猟

の
実
施
に
伴
う
人
の
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
危
害
を
防
止
す
る
た
め
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
危
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
地
域
の

住
民
に
対
し
、
避
難
す
べ
き
旨
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
都
道
府
県
知
事
に
対
す
る
応
援
の
要
求
等
）

第
三
十
四
条
の
五

市
町
村
長
は
、
緊
急
銃
猟
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

（
新
設
）

と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
に
対
し
、
的
確
か
つ
迅
速
に
当
該
緊
急
銃
猟
を
し

、
又
は
第
三
十
四
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
前
条
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
講

ず
る
た
め
、
応
援
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該

応
援
を
求
め
ら
れ
た
都
道
府
県
知
事
は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
、
応
援

を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。
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２

前
項
の
応
援
に
従
事
す
る
者
は
、
同
項
に
規
定
す
る
措
置
の
実
施
に
つ
い

て
は
、
当
該
応
援
を
求
め
た
市
町
村
長
の
指
揮
の
下
に
行
動
す
る
も
の
と
す

る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
の
応
援
を
受
け
た
市
町
村
長
は
、

当
該
応
援
に
要
し
た
費
用
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
損
失
の
補
償
）

第
三
十
四
条
の
六

市
町
村
長
は
、
緊
急
銃
猟
の
実
施
又
は
第
三
十
四
条
の
三

（
新
設
）

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
の
た
め
損
失
を
受
け
た
者
に
対
し
、
通
常
生
ず

べ
き
損
失
の
補
償
を
す
る
。

２

前
項
の
補
償
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
市
町
村
長
に
そ
の
請
求
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

市
町
村
長
は
、
前
項
の
請
求
を
受
け
た
と
き
は
、
補
償
す
べ
き
金
額
を
決

定
し
、
そ
の
請
求
を
し
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
金
額
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
者
は
、
同
項
の
規
定
に

よ
る
通
知
を
受
け
た
日
か
ら
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
に
、
訴
え
を
も

っ
て
そ
の
増
額
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

前
項
の
訴
え
に
お
い
て
は
、
市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
）
を
被
告
と
す

る
。

第
四
章

狩
猟
の
適
正
化

第
四
章

狩
猟
の
適
正
化

第
一
節

危
険
の
予
防

第
一
節

危
険
の
予
防

（
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
等
）

（
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
等
）

第
三
十
五
条

（
略
）

第
三
十
五
条

（
略
）

２
～

（
略
）

２
～

（
略
）

11

11

第
二
十
四
条
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
承
認
に
つ
い
て
、
同
条
第
十

第
二
十
四
条
第
三
項
及
び
第
五
項
の
規
定
は
承
認
に
つ
い
て
、
同
条
第
十

12

12

項
の
規
定
は
承
認
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
、
第
三
十
四
条
第
三
項
か
ら
第
七

項
の
規
定
は
承
認
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
、
前
条
第
三
項
か
ら
第
七
項
ま
で

項
ま
で
の
規
定
は
第
一
項
の
指
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

の
規
定
は
第
一
項
の
指
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第

て
、
第
二
十
四
条
第
五
項
中
「
販
売
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
承
認
証
」
と

二
十
四
条
第
五
項
中
「
販
売
許
可
証
」
と
あ
る
の
は
「
承
認
証
」
と
、
同
条
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、
同
条
第
十
項
中
「
前
項
に
規
定
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
五
条
第
十

第
十
項
中
「
前
項
に
規
定
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
五
条
第
十
一
項
各

一
項
各
号
に
掲
げ
る
」
と
、
第
三
十
四
条
第
三
項
中
「
そ
の
旨
並
び
に
そ
の

号
に
掲
げ
る
」
と
、
前
条
第
三
項
中
「
そ
の
旨
並
び
に
そ
の
名
称
、
区
域
及

名
称
、
区
域
及
び
存
続
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
旨
並
び
に
そ
の
名
称
、

び
存
続
期
間
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
旨
並
び
に
そ
の
名
称
、
区
域
、
存
続
期

区
域
、
存
続
期
間
及
び
禁
止
又
は
制
限
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類
」
と
、
同

間
及
び
禁
止
又
は
制
限
に
係
る
特
定
猟
具
の
種
類
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「

条
第
四
項
中
「
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
五
条
第

前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
第
十
二
項
に
お
い
て
読
み

十
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
」
と
読

替
え
て
準
用
す
る
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

。

第
三
十
六
条
・
第
三
十
七
条

（
略
）

第
三
十
六
条
・
第
三
十
七
条

（
略
）

（
銃
猟
の
制
限
）

（
銃
猟
の
制
限
）

第
三
十
八
条

日
出
前
及
び
日
没
後
に
お
い
て
は
、
銃
猟
を
し
て
は
な
ら
な
い

第
三
十
八
条

日
出
前
及
び
日
没
後
に
お
い
て
は
、
銃
器
を
使
用
し
た
鳥
獣
の

。

捕
獲
等
（
以
下
「
銃
猟
」
と
い
う
。
）
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
三
十
八
条
の
二

（
略
）

第
三
十
八
条
の
二

（
略
）

第
二
節

狩
猟
免
許

第
二
節

狩
猟
免
許

（
狩
猟
免
許
）

（
狩
猟
免
許
）

第
三
十
九
条

（
略
）

第
三
十
九
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
猟
法
に
よ
り
狩
猟
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
し
よ
う
と

３

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
猟
法
に
よ
り
狩
猟
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
し
よ
う
と

す
る
者
は
、
当
該
猟
法
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

す
る
者
は
、
当
該
猟
法
の
種
類
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

狩
猟
免
許
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
九
条
第
一
項
の
許
可

狩
猟
免
許
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
九
条
第
一
項
の
許
可

を
受
け
て
す
る
場
合
及
び
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
（
同
号
イ
に
係
る
部
分

を
受
け
て
す
る
場
合
及
び
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
（
同
号
イ
に
係
る
部
分

を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

猟

法

の

種

類

狩

猟

免

許

の

種

類

猟

法

の

種

類

狩

猟

免

許

の

種

類

網
を
使
用
す
る
猟
法
又
は
第
二
条

網
猟
免
許

網
を
使
用
す
る
猟
法
又
は
第
二
条

網
猟
免
許
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第
七
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
猟

第
六
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
猟

法

法

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

４

（
略
）

４

（
略
）

第
四
十
条
～
第
五
十
四
条

（
略
）

第
四
十
条
～
第
五
十
四
条

（
略
）

第
三
節

狩
猟
者
登
録

第
三
節

狩
猟
者
登
録

（
狩
猟
者
登
録
）

（
狩
猟
者
登
録
）

第
五
十
五
条

狩
猟
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
狩
猟
を
し
よ
う
と
す
る
区
域
を

第
五
十
五
条

狩
猟
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
狩
猟
を
し
よ
う
と
す
る
区
域
を

管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
登
録
都
道
府
県
知
事

管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
登
録
都
道
府
県
知
事

」
と
い
う
。
）
の
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
九
条
第

」
と
い
う
。
）
の
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
九
条
第

一
項
の
許
可
を
受
け
て
す
る
場
合
、
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
（
同
号
イ
に

一
項
の
許
可
を
受
け
て
す
る
場
合
及
び
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
（
同
号
イ

係
る
部
分
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
場
合
及
び
緊
急
銃
猟
を
実
施
す
る
場
合
は

に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

第
五
十
六
条
～
第
六
十
七
条

（
略
）

第
五
十
六
条
～
第
六
十
七
条

（
略
）

第
六
章

罰
則

第
六
章

罰
則

第
八
十
三
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行

第
八
十
三
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
一
年
以
下
の
拘
禁

為
を
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る

刑
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

。一

第
八
条
の
規
定
に
違
反
し
て
狩
猟
鳥
獣
以
外
の
鳥
獣
の
捕
獲
等
又
は
鳥

一

第
八
条
の
規
定
に
違
反
し
て
狩
猟
鳥
獣
以
外
の
鳥
獣
の
捕
獲
等
又
は
鳥

類
の
卵
の
採
取
等
を
し
た
と
き
（
許
可
不
要
者
で
あ
る
と
き
を
除
く
。
）

類
の
卵
の
採
取
等
を
し
た
者
（
許
可
不
要
者
を
除
く
。
）

。
二

狩
猟
可
能
区
域
以
外
の
区
域
に
お
い
て
、
又
は
狩
猟
期
間
（
第
十
一
条

二

狩
猟
可
能
区
域
以
外
の
区
域
に
お
い
て
、
又
は
狩
猟
期
間
（
第
十
一
条
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第
二
項
の
規
定
に
よ
り
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
期
間
と
し
、
第
十

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
期
間
と
し
、
第
十

四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
期
間
と
す
る

四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
期
間
と
す
る

。
）
外
の
期
間
に
狩
猟
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
し
た
と
き
（
第
九
条
第
一
項
の

。
）
外
の
期
間
に
狩
猟
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
し
た
者
（
第
九
条
第
一
項
の
許

許
可
を
受
け
た
者
で
あ
る
と
き
及
び
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
捕

可
を
受
け
た
者
及
び
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
捕
獲
等
を
し
た
者

獲
等
を
し
た
者
で
あ
る
と
き
を
除
く
。
）
。

を
除
く
。
）

三

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
お
い
て
そ
の
区

二
の
二

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
お
い
て
そ

域
に
係
る
第
二
種
特
定
鳥
獣
以
外
の
狩
猟
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
し
、
又
は
同

の
区
域
に
係
る
第
二
種
特
定
鳥
獣
以
外
の
狩
猟
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
し
、
又

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
に
お
い
て
そ
の
延
長
の
期
間

は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
に
お
い
て
そ
の
延
長
の

に
係
る
第
二
種
特
定
鳥
獣
以
外
の
狩
猟
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
し
た
と
き
（
第

期
間
に
係
る
第
二
種
特
定
鳥
獣
以
外
の
狩
猟
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
し
た
者
（

九
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
で
あ
る
と
き
及
び
第
十
三
条
第
一
項
の

第
九
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
及
び
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

規
定
に
よ
り
捕
獲
等
を
し
た
者
で
あ
る
と
き
を
除
く
。
）
。

り
捕
獲
等
を
し
た
者
を
除
く
。
）

四

第
十
条
第
一
項
、
第
二
十
五
条
第
六
項
、
第
三
十
七
条
第
十
項
又
は
第

三

第
十
条
第
一
項
、
第
二
十
五
条
第
六
項
、
第
三
十
七
条
第
十
項
又
は
第

三
十
八
条
の
二
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

三
十
八
条
の
二
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者

五

第
二
十
五
条
第
一
項
、
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
二
項
、

四

第
二
十
五
条
第
一
項
、
第
二
十
六
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
二
項
、

第
三
十
六
条
又
は
第
三
十
八
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

第
三
十
六
条
又
は
第
三
十
八
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

六

第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
登
録
を
受
け
な
い
で
狩
猟
を

五

第
五
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
登
録
を
受
け
な
い
で
狩
猟
を

し
た
と
き
。

し
た
者

七

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
第
九
条
第
一
項
の
許
可
、
第
十
八
条

六

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
第
九
条
第
一
項
の
許
可
、
第
十
八
条

の
二
の
認
定
、
第
十
八
条
の
七
第
一
項
の
変
更
の
認
定
若
し
く
は
第
十
八

の
二
の
認
定
、
第
十
八
条
の
七
第
一
項
の
変
更
の
認
定
若
し
く
は
第
十
八

条
の
八
第
二
項
の
有
効
期
間
の
更
新
、
狩
猟
免
許
若
し
く
は
そ
の
更
新
又

条
の
八
第
二
項
の
有
効
期
間
の
更
新
、
狩
猟
免
許
若
し
く
は
そ
の
更
新
又

は
狩
猟
者
登
録
若
し
く
は
変
更
登
録
を
受
け
た
と
き
。

は
狩
猟
者
登
録
若
し
く
は
変
更
登
録
を
受
け
た
者

２

前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
五
号
（
第
三
十
五
条
第
二
項
、
第
三

２

前
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
の
二
ま
で
、
第
四
号
（
第
三
十
五
条
第
二
項
、

十
六
条
又
は
第
三
十
八
条
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
六
号
の
未
遂
罪

第
三
十
六
条
又
は
第
三
十
八
条
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
五
号
の
未

は
、
罰
す
る
。

遂
罪
は
、
罰
す
る
。

３

第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
五
号
及
び
第
六
号
の
犯
罪
行
為
の

３

第
一
項
第
一
号
か
ら
第
二
号
の
二
ま
で
、
第
四
号
及
び
第
五
号
の
犯
罪
行

用
に
供
し
た
物
及
び
そ
の
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
捕
獲
し
た
鳥
獣
又
は
採
取
し

為
の
用
に
供
し
た
物
及
び
そ
の
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
捕
獲
し
た
鳥
獣
又
は
採

た
鳥
類
の
卵
で
あ
っ
て
、
犯
人
の
所
有
に
係
る
物
は
、
没
収
す
る
。

取
し
た
鳥
類
の
卵
で
あ
っ
て
、
犯
人
の
所
有
に
係
る
物
は
、
没
収
す
る
。

第
八
十
四
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行

第
八
十
四
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
六
月
以
下
の
拘
禁

為
を
し
た
者
は
、
六
月
以
下
の
拘
禁
刑
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

刑
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

る
。
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一

第
九
条
第
五
項
、
第
三
十
七
条
第
五
項
又
は
第
三
十
八
条
の
二
第
五
項

一

第
九
条
第
五
項
、
第
三
十
七
条
第
五
項
又
は
第
三
十
八
条
の
二
第
五
項

の
規
定
に
よ
り
付
さ
れ
た
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

の
規
定
に
よ
り
付
さ
れ
た
条
件
に
違
反
し
た
者

二

許
可
証
若
し
く
は
従
事
者
証
、
危
険
猟
法
許
可
証
、
麻
酔
銃
猟
許
可
証

二

許
可
証
若
し
く
は
従
事
者
証
、
危
険
猟
法
許
可
証
、
麻
酔
銃
猟
許
可
証

又
は
狩
猟
者
登
録
証
を
他
人
に
使
用
さ
せ
た
と
き
。

又
は
狩
猟
者
登
録
証
を
他
人
に
使
用
さ
せ
た
者

三

他
人
の
許
可
証
若
し
く
は
従
事
者
証
、
危
険
猟
法
許
可
証
、
麻
酔
銃
猟

三

他
人
の
許
可
証
若
し
く
は
従
事
者
証
、
危
険
猟
法
許
可
証
、
麻
酔
銃
猟

許
可
証
又
は
狩
猟
者
登
録
証
を
使
用
し
た
と
き
。

許
可
証
又
は
狩
猟
者
登
録
証
を
使
用
し
た
者

四

第
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
若
し
く
は
制

四

第
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
禁
止
若
し
く
は
制

限
（
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
一
部
が
解
除
さ
れ
た
も
の
を

限
（
第
十
四
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
一
部
が
解
除
さ
れ
た
も
の
を

含
む
。
）
又
は
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
制
限
に
違
反
し
た
と
き

含
む
。
）
又
は
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
制
限
に
違
反
し
た
者

。
五

第
十
五
条
第
四
項
、
第
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
二
十
条

五

第
十
五
条
第
四
項
、
第
十
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
二
十
条

第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
六
条
第
二
項
、
第
五

第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
二
十
三
条
、
第
二
十
六
条
第
二
項
、
第
五

項
若
し
く
は
第
六
項
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
九
条
第
七
項
又
は
第
三
十

項
若
し
く
は
第
六
項
、
第
二
十
七
条
、
第
二
十
九
条
第
七
項
又
は
第
三
十

五
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

五
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者

六

第
十
五
条
第
十
項
、
第
十
八
条
の
六
第
二
項
、
第
二
十
二
条
第
一
項
、

六

第
十
五
条
第
十
項
、
第
十
八
条
の
六
第
二
項
、
第
二
十
二
条
第
一
項
、

第
二
十
四
条
第
九
項
、
第
三
十
条
第
二
項
又
は
第
三
十
五
条
第
十
一
項
の

第
二
十
四
条
第
九
項
、
第
三
十
条
第
二
項
又
は
第
三
十
五
条
第
十
一
項
の

規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
者

七

第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
登
録
を
受
け
な
い
で
対
象
狩
猟

七

第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
登
録
を
受
け
な
い
で
対
象
狩
猟

鳥
獣
以
外
の
鳥
獣
の
飼
養
を
し
た
と
き
。

鳥
獣
以
外
の
鳥
獣
の
飼
養
を
し
た
者

２

（
略
）

２

（
略
）

第
八
十
四
条
の
二

第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
行
の
禁
止
又

（
新
設
）

は
制
限
に
違
反
し
た
と
き
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
三
月
以
下
の

拘
禁
刑
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
八
十
五
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行

第
八
十
五
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の

為
を
し
た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

罰
金
に
処
す
る
。

一

第
十
五
条
第
六
項
、
第
二
十
四
条
第
四
項
、
第
二
十
九
条
第
十
項
又
は

一

第
十
五
条
第
六
項
、
第
二
十
四
条
第
四
項
、
第
二
十
九
条
第
十
項
又
は

第
三
十
五
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
付
さ
れ
た
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

第
三
十
五
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
付
さ
れ
た
条
件
に
違
反
し
た
者

二

第
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
占
有
者
の
承
諾
を
得
な
い
で
鳥
獣
の
捕

二

第
十
七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
占
有
者
の
承
諾
を
得
な
い
で
鳥
獣
の
捕

獲
等
又
は
鳥
類
の
卵
の
採
取
等
を
し
た
と
き
。

獲
等
又
は
鳥
類
の
卵
の
採
取
等
を
し
た
者
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三

第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を

三

第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を

し
た
と
き
。

し
た
者

四

第
二
十
八
条
第
十
一
項
又
は
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た

四

第
二
十
八
条
第
十
一
項
又
は
第
七
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た

と
き
。

者

五

第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
管
轄
都
道
府
県
知
事
が
付
し
、
又
は
変
更

五

第
四
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
管
轄
都
道
府
県
知
事
が
付
し
、
若
し
く
は

し
た
条
件
に
違
反
し
て
狩
猟
を
し
た
と
き
。

変
更
し
た
条
件
に
違
反
し
て
狩
猟
を
し
た
者

六

指
定
猟
法
許
可
証
、
販
売
許
可
証
又
は
承
認
証
を
他
人
に
使
用
さ
せ
た

六

指
定
猟
法
許
可
証
、
販
売
許
可
証
又
は
承
認
証
を
他
人
に
使
用
さ
せ
た

と
き
。

者

七

他
人
の
指
定
猟
法
許
可
証
、
販
売
許
可
証
又
は
承
認
証
を
使
用
し
た
と

七

他
人
の
指
定
猟
法
許
可
証
、
販
売
許
可
証
又
は
承
認
証
を
使
用
し
た
者

き
。

２

（
略
）

２

（
略
）

第
八
十
六
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行

第
八
十
六
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の

為
を
し
た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

罰
金
に
処
す
る
。

一

第
九
条
第
十
項
若
し
く
は
第
十
一
項
、
第
十
五
条
第
八
項
若
し
く
は
第

一

第
九
条
第
十
項
若
し
く
は
第
十
一
項
、
第
十
五
条
第
八
項
若
し
く
は
第

九
項
、
第
十
八
条
、
第
十
八
条
の
九
、
第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
二
十
四

九
項
、
第
十
八
条
、
第
十
八
条
の
九
、
第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
二
十
四

条
第
七
項
若
し
く
は
第
八
項
、
第
二
十
五
条
第
五
項
、
第
三
十
五
条
第
九

条
第
七
項
若
し
く
は
第
八
項
、
第
二
十
五
条
第
五
項
、
第
三
十
五
条
第
九

項
若
し
く
は
第
十
項
、
第
三
十
七
条
第
八
項
若
し
く
は
第
九
項
、
第
三
十

項
若
し
く
は
第
十
項
、
第
三
十
七
条
第
八
項
若
し
く
は
第
九
項
、
第
三
十

八
条
の
二
第
八
項
若
し
く
は
第
九
項
、
第
五
十
四
条
、
第
六
十
二
条
第
一

八
条
の
二
第
八
項
若
し
く
は
第
九
項
、
第
五
十
四
条
、
第
六
十
二
条
第
一

項
又
は
第
六
十
五
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

項
又
は
第
六
十
五
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二

第
九
条
第
十
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
表
示
を
し
な
い
で
猟
具
を
使
用

一
の
二

第
九
条
第
十
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
表
示
を
し
な
い
で
猟
具
を

し
て
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
し
た
と
き
。

使
用
し
て
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
し
た
者

三

第
九
条
第
十
三
項
、
第
六
十
六
条
又
は
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に

二

第
九
条
第
十
三
項
、
第
六
十
六
条
又
は
第
七
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
者

四

第
十
五
条
第
十
三
項
（
第
二
十
八
条
第
九
項
及
び
第
二
十
九
条
第
四
項

三

第
十
五
条
第
十
三
項
（
第
二
十
八
条
第
九
項
及
び
第
二
十
九
条
第
四
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
四
条
第
五
項
（
第
三
十

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
四
条
第
五
項
（
第
三
十

五
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
七
十

五
条
第
十
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
七
十

条
第
二
項
の
標
識
又
は
第
二
十
八
条
第
十
一
項
の
施
設
を
移
転
し
、
汚
損

条
第
二
項
の
標
識
又
は
第
二
十
八
条
第
十
一
項
の
施
設
を
移
転
し
、
汚
損

し
、
毀
損
し
、
又
は
除
去
し
た
と
き
。

し
、
毀
損
し
、
又
は
除
去
し
た
者

五

第
十
八
条
の
七
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
又
は
第
六
十
一
条
第
四

四

第
十
八
条
の
七
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
又
は
第
六
十
一
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
と
き
。

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者
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六

第
三
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

五

第
三
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
立
入
り
を
拒
み
、
又
は
妨
げ
た
と
き
。

る
立
入
り
を
拒
み
、
又
は
妨
げ
た
者

七

第
六
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
狩
猟
者
記
章
を
着
用
し
な
い

六

第
六
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
狩
猟
者
記
章
を
着
用
し
な
い

で
狩
猟
を
し
た
と
き
。

で
狩
猟
を
し
た
者

八

第
六
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
表
示
を
し
な
い
で
猟
具
を
使

七

第
六
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
表
示
を
し
な
い
で
猟
具
を
使

用
し
て
狩
猟
を
し
た
と
き
。

用
し
て
狩
猟
を
し
た
者

九

第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受

八

第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受

け
な
い
で
猟
区
管
理
規
程
を
変
更
し
、
又
は
猟
区
を
廃
止
し
た
と
き
。

け
な
い
で
猟
区
管
理
規
程
を
変
更
し
、
又
は
猟
区
を
廃
止
し
た
者

十

第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
若
し
く
は
立
入
調
査
を

九

第
七
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
若
し
く
は
立
入
調
査
を

拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず
、

拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
、
又
は
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず
、

若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
と
き
。

若
し
く
は
虚
偽
の
陳
述
を
し
た
者

十
一

第
七
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
又

十

第
七
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
又
は

は
忌
避
し
た
と
き
。

忌
避
し
た
者

十
二

第
七
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若

十
一

第
七
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若

し
く
は
忌
避
し
、
又
は
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の

し
く
は
忌
避
し
、
又
は
質
問
に
対
し
て
陳
述
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の

陳
述
を
し
た
と
き
。

陳
述
を
し
た
者

第
八
十
七
条

（
略
）

第
八
十
七
条

（
略
）

第
八
十
八
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ

第
八
十
八
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ

の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
、
第
八
十
三
条
第
一

の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
、
第
八
十
三
条
か
ら

項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
八
十
四
条
、
第
八
十
四
条
の
二
、
第
八
十
五
条
第

第
八
十
六
条
ま
で
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、

一
項
又
は
第
八
十
六
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ

そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

第
八
十
九
条

（
略
）

第
八
十
九
条

（
略
）
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○
地
方
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
（
附
則
第
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

附

則

附

則

（
狩
猟
税
の
税
率
の
特
例
）

（
狩
猟
税
の
税
率
の
特
例
）

第
三
十
二
条
の
二

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一

第
三
十
二
条
の
二

平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
受
け
る
狩
猟
者
の
登
録
で
あ
つ
て
、
当
該
狩
猟
者
の
登
録
を

日
ま
で
の
間
に
受
け
る
狩
猟
者
の
登
録
で
あ
つ
て
、
当
該
狩
猟
者
の
登
録
を

受
け
る
者
が
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
五
十
六
条
に
規
定
す
る
申
請
書
（
以
下
こ

受
け
る
者
が
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
五
十
六
条
に
規
定
す
る
申
請
書
（
以
下
こ

の
項
に
お
い
て
「
狩
猟
者
登
録
の
申
請
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
す
る
日
前

の
項
に
お
い
て
「
狩
猟
者
登
録
の
申
請
書
」
と
い
う
。
）
を
提
出
す
る
日
前

一
年
以
内
の
期
間
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
捕
獲
等
期
間
」
と
い
う

一
年
以
内
の
期
間
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
捕
獲
等
期
間
」
と
い
う

。
）
に
当
該
道
府
県
の
区
域
を
対
象
と
す
る
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
九
条
第
一

。
）
に
当
該
道
府
県
の
区
域
を
対
象
と
す
る
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
九
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
、
当
該
許
可
に
係
る
鳥
獣
の
捕
獲
等
（
以
下

項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
、
当
該
許
可
に
係
る
鳥
獣
の
捕
獲
等
（
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
「
許
可
捕
獲
等
」
と
い
う
。
）
を
行
つ
た
場
合
に
お
け
る

こ
の
条
に
お
い
て
「
許
可
捕
獲
等
」
と
い
う
。
）
を
行
つ
た
場
合
に
お
け
る

狩
猟
税
の
税
率
は
、
第
七
百
条
の
五
十
二
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

狩
猟
税
の
税
率
は
、
第
七
百
条
の
五
十
二
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

同
項
に
規
定
す
る
税
率
に
二
分
の
一
を
乗
じ
た
税
率
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

同
項
に
規
定
す
る
税
率
に
二
分
の
一
を
乗
じ
た
税
率
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
軽
減
税
率
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
軽
減
税
率
が
適
用
さ
れ

て
「
軽
減
税
率
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
軽
減
税
率
が
適
用
さ
れ

る
狩
猟
者
の
登
録
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
軽
減
税
率
適
用
登
録
」
と
い

る
狩
猟
者
の
登
録
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
軽
減
税
率
適
用
登
録
」
と
い

う
。
）
の
要
件
を
満
た
す
者
が
、
特
定
捕
獲
等
期
間
に
許
可
捕
獲
等
を
行
つ

う
。
）
の
要
件
を
満
た
す
者
が
、
特
定
捕
獲
等
期
間
に
許
可
捕
獲
等
を
行
つ

た
後
、
軽
減
税
率
適
用
登
録
の
対
象
と
な
る
狩
猟
期
間
（
鳥
獣
保
護
管
理
法

た
後
、
軽
減
税
率
適
用
登
録
の
対
象
と
な
る
狩
猟
期
間
（
鳥
獣
保
護
管
理
法

第
二
条
第
十
項
に
規
定
す
る
狩
猟
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

第
二
条
第
九
項
に
規
定
す
る
狩
猟
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
の
直
近
の
狩
猟
期
間
に
つ
い
て
狩
猟
者
登
録
の
申
請
書
を
提
出
し
、

じ
。
）
の
直
近
の
狩
猟
期
間
に
つ
い
て
狩
猟
者
登
録
の
申
請
書
を
提
出
し
、

既
に
そ
の
狩
猟
者
の
登
録
を
受
け
た
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

既
に
そ
の
狩
猟
者
の
登
録
を
受
け
た
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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○
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
六
号
）
（
附
則
第
五
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
二
章

銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
所
持
の
許
可

第
二
章

銃
砲
等
又
は
刀
剣
類
の
所
持
の
許
可

第
四
条
～
第
十
条

（
略
）

第
四
条
～
第
十
条

（
略
）

（
射
撃
技
能
の
維
持
向
上
）

（
射
撃
技
能
の
維
持
向
上
）

第
十
条
の
二

狩
猟
の
用
途
に
供
す
る
た
め
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に

第
十
条
の
二

狩
猟
の
用
途
に
供
す
る
た
め
第
四
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に

よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
狩
猟
期
間
（
鳥
獣
の
保
護
及
び

よ
る
猟
銃
の
所
持
の
許
可
を
受
け
た
者
は
、
狩
猟
期
間
（
鳥
獣
の
保
護
及
び

管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
十
項
に
規
定
す
る
狩

管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
九
項
に
規
定
す
る
狩

猟
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
ご
と
に
、
当
該
狩
猟
期

猟
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
ご
と
に
、
当
該
狩
猟
期

間
内
に
お
い
て
初
め
て
当
該
猟
銃
を
使
用
し
て
狩
猟
を
行
う
前
に
、
指
定
射

間
内
に
お
い
て
初
め
て
当
該
猟
銃
を
使
用
し
て
狩
猟
を
行
う
前
に
、
指
定
射

撃
場
に
お
い
て
当
該
猟
銃
に
よ
る
射
撃
の
練
習
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

撃
場
に
お
い
て
当
該
猟
銃
に
よ
る
射
撃
の
練
習
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

第
十
条
の
三
～
第
十
三
条
の
四

（
略
）

第
十
条
の
三
～
第
十
三
条
の
四

（
略
）
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○
道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
十
六
号
）
（
附
則
第
六
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
三
章

道
州
制
特
別
区
域
計
画
に
基
づ
く
特
別
の
措
置

第
三
章

道
州
制
特
別
区
域
計
画
に
基
づ
く
特
別
の
措
置

第
二
節

法
令
の
特
例
措
置

第
二
節

法
令
の
特
例
措
置

第
十
条
～
第
十
五
条

（
略
）

第
十
条
～
第
十
五
条

（
略
）

（
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
特
例
）

（
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
特
例
）

第
十
六
条

特
定
広
域
団
体
が
別
表
第
七
号
に
掲
げ
る
事
務
に
関
す
る
事
項
が

第
十
六
条

特
定
広
域
団
体
が
別
表
第
七
号
に
掲
げ
る
事
務
に
関
す
る
事
項
が

定
め
ら
れ
て
い
る
道
州
制
特
別
区
域
計
画
を
作
成
し
た
と
き
は
、
公
告
の
日

定
め
ら
れ
て
い
る
道
州
制
特
別
区
域
計
画
を
作
成
し
た
と
き
は
、
公
告
の
日

以
後
は
、
当
該
特
定
広
域
団
体
の
区
域
に
お
け
る
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並

以
後
は
、
当
該
特
定
広
域
団
体
の
区
域
に
お
け
る
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並

び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第

び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第

三
十
七
条
（
第
八
項
を
除
く
。
）
、
第
八
十
三
条
第
一
項
第
四
号
、
第
八
十

三
十
七
条
（
第
八
項
を
除
く
。
）
、
第
八
十
三
条
第
一
項
第
三
号
、
第
八
十

四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
八
十
六
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
八
十
六
条
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

、
同
法
第
三
十
七
条
第
一
項
中
「
環
境
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
環
境
大
臣
（

、
同
法
第
三
十
七
条
第
一
項
中
「
環
境
大
臣
」
と
あ
る
の
は
「
環
境
大
臣
（

道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八

道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八

年
法
律
第
百
十
六
号
）
別
表
第
七
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
麻
酔
の
作

年
法
律
第
百
十
六
号
）
別
表
第
七
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
麻
酔
の
作

用
を
有
す
る
劇
薬
を
使
用
す
る
危
険
猟
法
に
よ
り
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
し
よ
う

用
を
有
す
る
劇
薬
を
使
用
す
る
危
険
猟
法
に
よ
り
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
し
よ
う

と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
同
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
同
号
に
掲
げ
る
事
務

と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
同
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
り
同
号
に
掲
げ
る
事
務

に
関
す
る
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
道
州
制
特
別
区
域
計
画
を
作
成
し
た
同

に
関
す
る
事
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
道
州
制
特
別
区
域
計
画
を
作
成
し
た
同

法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
広
域
団
体
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「

法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
広
域
団
体
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「

計
画
作
成
特
定
広
域
団
体
」
と
い
う
。
）
の
知
事
）
」
と
、
同
条
第
二
項
か

計
画
作
成
特
定
広
域
団
体
」
と
い
う
。
）
の
知
事
）
」
と
、
同
条
第
二
項
か

ら
第
七
項
ま
で
及
び
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
中
「
環
境
大
臣
」

ら
第
七
項
ま
で
及
び
第
九
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
の
規
定
中
「
環
境
大
臣
」

と
あ
る
の
は
「
環
境
大
臣
又
は
計
画
作
成
特
定
広
域
団
体
の
知
事
」
と
、
同

と
あ
る
の
は
「
環
境
大
臣
又
は
計
画
作
成
特
定
広
域
団
体
の
知
事
」
と
、
同

法
第
八
十
三
条
第
一
項
第
四
号
中
「
第
三
十
七
条
第
十
項
」
と
あ
る
の
は
「

法
第
八
十
三
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
三
十
七
条
第
十
項
」
と
あ
る
の
は
「

第
三
十
七
条
第
十
項
（
道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関

第
三
十
七
条
第
十
項
（
道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関

す
る
法
律
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を

す
る
法
律
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
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含
む
。
）
」
と
、
同
法
第
八
十
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
三
十
七
条
第
五

含
む
。
）
」
と
、
同
法
第
八
十
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
第
三
十
七
条
第
五

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
七
条
第
五
項
（
道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
七
条
第
五
項
（
道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広

域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
同
法
第
八
十
六
条
第
一
号
中
「
第
三

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
同
法
第
八
十
六
条
第
一
号
中
「
第
三

十
七
条
第
八
項
若
し
く
は
第
九
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
七
条
第
八
項
若

十
七
条
第
八
項
若
し
く
は
第
九
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
十
七
条
第
八
項
若

し
く
は
第
九
項
（
道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る

し
く
は
第
九
項
（
道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る

法
律
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む

法
律
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む

。
）
」
と
す
る
。

。
）
」
と
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
十
七
条
・
第
十
八
条

（
略
）

第
十
七
条
・
第
十
八
条

（
略
）
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○
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
）
（
附
則
第
七
条
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
被
害
防
止
計
画
）

（
被
害
防
止
計
画
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

２

被
害
防
止
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る

２

被
害
防
止
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る

。

。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

対
象
鳥
獣
の
捕
獲
等
（
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の

四

対
象
鳥
獣
の
捕
獲
等
（
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の

対
象
鳥
獣
の
捕
獲
等
（
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
捕

対
象
鳥
獣
の
捕
獲
等
（
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
捕

獲
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
対
象
鳥
獣
で
あ
る
鳥
類
の
卵
の
採
取

獲
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
対
象
鳥
獣
で
あ
る
鳥
類
の
卵
の
採
取

等
（
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
八
条
に
規
定
す
る
採
取
等
を
い
う
。
）
を
い
う

等
（
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
八
条
に
規
定
す
る
採
取
等
を
い
う
。
）
を
い
う

。
以
下
同
じ
。
）
に
関
す
る
事
項

。
以
下
同
じ
。
）
に
関
す
る
事
項

五
～
十

（
略
）

五
～
十

（
略
）

３
～

（
略
）

３
～

（
略
）

12

12

（
対
象
鳥
獣
の
捕
獲
等
の
許
可
に
係
る
鳥
獣
保
護
管
理
法
の
適
用
の
特
例
等

（
対
象
鳥
獣
の
捕
獲
等
の
許
可
に
係
る
鳥
獣
保
護
管
理
法
の
適
用
の
特
例
等

）

）

第
六
条

市
町
村
が
許
可
権
限
委
譲
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
被
害
防
止
計
画

第
六
条

市
町
村
が
許
可
権
限
委
譲
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
被
害
防
止
計
画

を
作
成
し
た
と
き
は
、
第
四
条
第
九
項
後
段
（
同
条
第
十
項
に
お
い
て
読
み

を
作
成
し
た
と
き
は
、
第
四
条
第
九
項
後
段
（
同
条
第
十
項
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
（
次
項
に
お

替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
公
告
の
日
（
次
項
に
お

い
て
「
公
告
の
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
当
該
被
害
防
止
計
画
の
期
間
が
満
了

い
て
「
公
告
の
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
当
該
被
害
防
止
計
画
の
期
間
が
満
了

す
る
日
ま
で
の
間
は
、
当
該
被
害
防
止
計
画
を
作
成
し
た
市
町
村
の
区
域
に

す
る
日
ま
で
の
間
は
、
当
該
被
害
防
止
計
画
を
作
成
し
た
市
町
村
の
区
域
に

お
け
る
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
九
条
（
第
十
項
、
第
十
二
項
及
び
第
十
四
項
を

お
け
る
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
九
条
（
第
十
項
、
第
十
二
項
及
び
第
十
四
項
を

除
く
。
）
、
第
十
条
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
三
条
第
一
項
、
第
七
十
五

除
く
。
）
、
第
十
条
、
第
十
一
条
第
一
項
、
第
十
三
条
第
一
項
、
第
七
十
五

条
第
一
項
、
第
七
十
九
条
、
第
八
十
三
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で

条
第
一
項
、
第
七
十
九
条
、
第
八
十
三
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
三
号
ま
で

及
び
第
七
号
、
第
八
十
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
八
十
六
条
第
一
号
及
び
第

及
び
第
六
号
、
第
八
十
四
条
第
一
項
第
一
号
、
第
八
十
六
条
第
一
号
及
び
第

三
号
並
び
に
第
八
十
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
保
護
管
理
法

二
号
並
び
に
第
八
十
七
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
鳥
獣
保
護
管
理
法
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第
九
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
（
鳥

第
九
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
（
鳥

獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す

獣
に
よ
る
農
林
水
産
業
等
に
係
る
被
害
の
防
止
の
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す

る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
。
以
下
「
鳥
獣
被
害
防
止
特
措

る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
三
十
四
号
。
以
下
「
鳥
獣
被
害
防
止
特
措

法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
害
防
止
計
画
に
記
載
さ
れ

法
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
害
防
止
計
画
に
記
載
さ
れ

て
い
る
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
許
可
権
限
委
譲
事
項
に
係
る
同
条
第
二
項

て
い
る
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
許
可
権
限
委
譲
事
項
に
係
る
同
条
第
二
項

第
四
号
に
規
定
す
る
対
象
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は

第
四
号
に
規
定
す
る
対
象
鳥
獣
の
捕
獲
等
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は

、
当
該
被
害
防
止
計
画
を
作
成
し
た
市
町
村
（
以
下
「
計
画
作
成
市
町
村
」

、
当
該
被
害
防
止
計
画
を
作
成
し
た
市
町
村
（
以
下
「
計
画
作
成
市
町
村
」

と
い
う
。
）
の
長
）
」
と
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
九
項
ま
で
、
第
十
一
項
及

と
い
う
。
）
の
長
）
」
と
、
同
条
第
二
項
か
ら
第
九
項
ま
で
、
第
十
一
項
及

び
第
十
三
項
並
び
に
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
十
条
、
第
十
一
条
第
一
項
及
び
第

び
第
十
三
項
並
び
に
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
十
条
、
第
十
一
条
第
一
項
及
び
第

十
三
条
第
一
項
の
規
定
中
「
又
は
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
、
都
道

十
三
条
第
一
項
の
規
定
中
「
又
は
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
、
都
道

府
県
知
事
又
は
計
画
作
成
市
町
村
の
長
」
と
、
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
七
十
五

府
県
知
事
又
は
計
画
作
成
市
町
村
の
長
」
と
、
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
七
十
五

条
第
一
項
中
「
又
は
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
都
道
府
県

条
第
一
項
中
「
又
は
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
都
道
府
県

知
事
又
は
計
画
作
成
市
町
村
の
長
」
と
、
「
第
九
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け

知
事
又
は
計
画
作
成
市
町
村
の
長
」
と
、
「
第
九
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け

た
者
」
と
あ
る
の
は
「
環
境
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
あ
っ
て
は
第
九
条

た
者
」
と
あ
る
の
は
「
環
境
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
に
あ
っ
て
は
第
九
条

第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
（
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
第
六
条
第
一
項
の
規

第
一
項
の
許
可
を
受
け
た
者
（
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
第
六
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
計
画
作
成

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
計
画
作
成

市
町
村
の
長
の
許
可
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）
」
と
、
「
猟
区
設
定
者
に
対

市
町
村
の
長
の
許
可
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）
」
と
、
「
猟
区
設
定
者
に
対

し
」
と
あ
る
の
は
「
猟
区
設
定
者
に
対
し
、
計
画
作
成
市
町
村
の
長
に
あ
っ

し
」
と
あ
る
の
は
「
猟
区
設
定
者
に
対
し
、
計
画
作
成
市
町
村
の
長
に
あ
っ

て
は
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

て
は
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

用
す
る
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
計
画
作
成
市
町
村
の
長
の
許
可
を
受

用
す
る
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
計
画
作
成
市
町
村
の
長
の
許
可
を
受

け
た
者
に
対
し
」
と
、
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
七
十
九
条
第
一
項
中
「
都
道
府

け
た
者
に
対
し
」
と
、
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
七
十
九
条
第
一
項
中
「
都
道
府

県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
又
は
計
画
作
成
市
町
村
の
長
」
と

県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
都
道
府
県
知
事
又
は
計
画
作
成
市
町
村
の
長
」
と

、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
」
と
、
「
場
合
」
と

、
同
条
第
二
項
中
「
又
は
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
」
と
、
「
場
合
」
と

あ
る
の
は
「
場
合
又
は
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

あ
る
の
は
「
場
合
又
は
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る
事
務

り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
に
係
る
事
務

を
計
画
作
成
市
町
村
が
処
理
す
る
場
合
」
と
、
「
当
該
市
町
村
」
と
あ
る
の

を
計
画
作
成
市
町
村
が
処
理
す
る
場
合
」
と
、
「
当
該
市
町
村
」
と
あ
る
の

は
「
当
該
市
町
村
又
は
当
該
計
画
作
成
市
町
村
」
と
、
鳥
獣
保
護
管
理
法
第

は
「
当
該
市
町
村
又
は
当
該
計
画
作
成
市
町
村
」
と
、
鳥
獣
保
護
管
理
法
第

八
十
三
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
第
九
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は

八
十
三
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
号
の
二
中
「
第
九
条
第
一
項
」
と
あ
る

「
第
九
条
第
一
項
（
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

の
は
「
第
九
条
第
一
項
（
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に

読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
「
第
十
三
条
第
一
項
」
と

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
「
第
十
三
条
第
一
項

あ
る
の
は
「
第
十
三
条
第
一
項
（
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
第
六
条
第
一
項
の

」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
第
一
項
（
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
第
六
条
第
一
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規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
同
項
第
四
号

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
同
項
第

中
「
第
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
条
第
一
項
（
鳥
獣
被
害
防
止
特

三
号
中
「
第
十
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
条
第
一
項
（
鳥
獣
被
害
防

措
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。

止
特
措
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

）
」
と
、
同
項
第
七
号
中
「
第
九
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
一

む
。
）
」
と
、
同
項
第
六
号
中
「
第
九
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条

項
（
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

第
一
項
（
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
八
十
四
条
第
一
項
第

て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
八
十
四
条
第
一

一
号
中
「
第
九
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
五
項
（
鳥
獣
被
害
防

項
第
一
号
中
「
第
九
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
五
項
（
鳥
獣
被

止
特
措
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含

害
防
止
特
措
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合

む
。
）
」
と
、
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
八
十
六
条
第
一
号
中
「
第
十
一
項
」
と

を
含
む
。
）
」
と
、
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
八
十
六
条
第
一
号
中
「
第
十
一
項

あ
る
の
は
「
第
十
一
項
（
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に

」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
項
（
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
第
六
条
第
一
項
の
規

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
同
条
第
三
号
中
「
第

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
同
条
第
二
号
中

九
条
第
十
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
十
三
項
（
鳥
獣
被
害
防
止
特
措

「
第
九
条
第
十
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
十
三
項
（
鳥
獣
被
害
防
止

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

特
措
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む

」
と
、
「
第
七
十
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
五
条
第
一
項
（
鳥

。
）
」
と
、
「
第
七
十
五
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
七
十
五
条
第
一
項

獣
被
害
防
止
特
措
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

（
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用

場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
八
十
七
条
中
「
第
九
条
第
一

す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
、
鳥
獣
保
護
管
理
法
第
八
十
七
条
中
「
第
九
条

項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
一
項
（
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
第
六
条
第
一

第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
九
条
第
一
項
（
鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
第
六
条

項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
す
る
。

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
す
る

。

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）
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鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

御

名

御

璽

国
事
行
為
臨
時
代
行
名

令
和
七
年
七
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂

政
令
第
二
百
五
十
五
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二

条
第
六
項
、
第
三
十
四
条
の
二
第
三
項
及
び
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
三
百
九
十
一
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
を
第
九
条
と
し
、
第
五
条
中
「
第
三
条
第
一
号
」
を
「
第
六
条
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
し
、

第
四
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
を
第
七
条
と
し
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て「（
猟
区
管
理
規
程
の
変
更
等
）」

を
付
し
、
第
三
条
を
第
六
条
と
し
、
第
二
条
を
第
三
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。





令和年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
緊
急
銃
猟
を
実
施
す
る
者
の
要
件
）

第
四
条

法
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
緊
急
銃
猟
（
法
第
三
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
麻
酔
銃
猟
（
次

項
に
お
い
て
単
に
「
麻
酔
銃
猟
」
と
い
う
。）で
あ
る
も
の
以
外
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に
「
緊

急
銃
猟
」
と
い
う
。）を
実
施
さ
せ
る
場
合
に
お
け
る
緊
急
銃
猟
を
実
施
す
る
者
に
係
る
法
第
三
十
四
条
の
二
第
三
項

の
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
銃
器
（
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
銃
器
を
い
う
。
次
号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
使

用
す
る
こ
と
に
よ
り
緊
急
銃
猟
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
狩
猟
免
許
（
法
第
三
十
九

条
第
一
項
に
規
定
す
る
狩
猟
免
許
を
い
う
。）を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
。

イ

装
薬
銃

第
一
種
銃
猟
免
許

ロ

空
気
銃

第
一
種
銃
猟
免
許
又
は
第
二
種
銃
猟
免
許

二

過
去
一
年
以
内
に
銃
器
に
よ
る
射
撃
を
二
回
以
上
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

三

過
去
三
年
以
内
に
、
緊
急
銃
猟
の
実
施
の
た
め
に
使
用
し
よ
う
と
す
る
銃
器
と
同
種
の
銃
器
を
使
用
し
て
、
危

険
鳥
獣
又
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
鳥
獣
（
次
項
に
お
い
て「
危
険
鳥
獣
等
」と
い
う
。）

の
捕
獲
等
（
法
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
捕
獲
等
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）を
し
た
経
験
を
有
す
る
者

で
あ
る
こ
と
。

四

日
出
前
又
は
日
没
後
に
お
い
て
、
緊
急
銃
猟
を
建
物
内
以
外
の
法
第
三
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
住
居

等
又
は
そ
の
付
近
に
お
い
て
実
施
さ
せ
る
と
き
は
、
そ
の
適
正
な
実
施
の
た
め
に
必
要
な
環
境
省
令
で
定
め
る
射

撃
の
技
能
を
有
し
、
か
つ
、
そ
の
適
正
な
実
施
に
関
す
る
講
習
で
環
境
省
令
で
定
め
る
も
の
の
課
程
を
修
了
し
た

者
で
あ
る
こ
と
。

２

法
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
緊
急
銃
猟
（
麻
酔
銃
猟
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

単
に
「
緊
急
銃
猟
」
と
い
う
。）を
実
施
さ
せ
る
場
合
に
お
け
る
緊
急
銃
猟
を
実
施
す
る
者
に
係
る
同
条
第
三
項
の
政

令
で
定
め
る
要
件
は
、
過
去
三
年
以
内
に
、
緊
急
銃
猟
の
実
施
の
た
め
に
使
用
し
よ
う
と
す
る
麻
酔
銃
と
同
種
の
麻

酔
銃
を
使
用
し
て
、
危
険
鳥
獣
等
の
捕
獲
等
を
し
た
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
緊
急
銃
猟
の
実
施
に
伴
う
人
の
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
危
害
を
防
止
す
る
た
め
の
通
行
の
禁
止
又
は
制
限
の
手

続
）

第
五
条

市
町
村
長
は
、
法
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
行
を
禁
止
し
、
又
は
制
限
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
通
行
が
禁
止
さ
れ
、
又
は
制
限
さ
れ
る
べ
き
場
所
を
管
轄
す
る
警
察
署
長
に
そ
の
旨
を
通
報
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
場
所
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
前
に
そ
の

施
設
を
管
理
す
る
者
に
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

法
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
行
の
禁
止
又
は
制
限
は
、
適
当
な
場
所
に
そ
の
旨
及
び
理
由
そ
の

他
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
を
掲
示
し
、
か
つ
、
禁
止
し
、
又
は
制
限
す
べ
き
場
所
へ
の
通
路
に
市
町
村
の
職
員
又

は
車
両
を
配
置
し
、
そ
の
他
そ
の
場
所
と
そ
の
他
の
場
所
と
を
明
確
に
識
別
で
き
る
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

４

市
町
村
長
は
、
法
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
行
の
禁
止
又
は
制
限
を
し
た
と
き
は
、
環
境
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
事
項
を
電
気
通
信
回
線
に
接
続
し
て
行
う
自
動
公
衆
送

信
（
公
衆
に
よ
っ
て
直
接
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
公
衆
か
ら
の
求
め
に
応
じ
自
動
的
に
送
信
を
行
う
こ
と

を
い
い
、
放
送
又
は
有
線
放
送
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）に
よ
り
公
衆
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
条
中
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以

下
「
法
」
と
い
う
。）」
を
「
法
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
危
険
鳥
獣
）

第
一
条

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。以
下「
法
」

と
い
う
。）第
二
条
第
六
項
の
政
令
で
定
め
る
鳥
獣
は
、U

rsus
arctos

（
ヒ
グ
マ
）、U

rsus
thibetan

us

（
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
）
及
びS
us
scrofa

（
イ
ノ
シ
シ
）
と
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
七

年
法
律
第
二
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
七
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

環
境
大
臣

浅
尾
慶
一
郎

内
閣
総
理
大
臣

石
破

茂


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鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案

新
旧
対
照
条
文

○
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
四
年
政
令
第
三
百
九
十
一
号
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
危
険
鳥
獣
）

第
一
条

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平

（
新
設
）

成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
六
項
の

政
令
で
定
め
る
鳥
獣
は
、U

r
s
u
s

a
r
c
t
o
s

（
ヒ
グ
マ
）
、U

r
s
u
s

t
h
i
b
e
t
a
n

u
s

（
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
）
及
びS

u
s

s
c
r
o
f
a

（
イ
ノ
シ
シ
）
と
す
る
。

（
標
識
の
交
付
に
関
す
る
手
数
料
）

（
標
識
の
交
付
に
関
す
る
手
数
料
）

第
二
条

法
第
二
十
六
条
第
七
項
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
標
識
一

第
一
条

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平

個
に
つ
き
千
七
百
円
と
す
る
。

成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
六
条
第
七

項
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
標
識
一
個
に
つ
き
千
七
百
円
と
す
る

。

第
三
条

（
略
）

第
二
条

（
略
）

（
緊
急
銃
猟
を
実
施
す
る
者
の
要
件
）

第
四
条

法
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
緊
急
銃
猟
（
法
第
三
十
八

（
新
設
）

条
第
二
項
に
規
定
す
る
麻
酔
銃
猟
（
次
項
に
お
い
て
単
に
「
麻
酔
銃
猟
」
と

い
う
。
）
で
あ
る
も
の
以
外
の
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に

「
緊
急
銃
猟
」
と
い
う
。
）
を
実
施
さ
せ
る
場
合
に
お
け
る
緊
急
銃
猟
を
実

施
す
る
者
に
係
る
法
第
三
十
四
条
の
二
第
三
項
の
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
銃
器
（
法
第
二
条
第
七
項
に
規
定
す
る
銃
器
を
い
う
。
次

号
及
び
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
緊
急
銃
猟

を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
狩
猟
免
許
（
法
第
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三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
狩
猟
免
許
を
い
う
。
）
を
受
け
た
者
で
あ

る
こ
と
。

イ

装
薬
銃

第
一
種
銃
猟
免
許

ロ

空
気
銃

第
一
種
銃
猟
免
許
又
は
第
二
種
銃
猟
免
許

二

過
去
一
年
以
内
に
銃
器
に
よ
る
射
撃
を
二
回
以
上
し
た
者
で
あ
る
こ
と

。
三

過
去
三
年
以
内
に
、
緊
急
銃
猟
の
実
施
の
た
め
に
使
用
し
よ
う
と
す
る

銃
器
と
同
種
の
銃
器
を
使
用
し
て
、
危
険
鳥
獣
又
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の

と
し
て
環
境
省
令
で
定
め
る
鳥
獣
（
次
項
に
お
い
て
「
危
険
鳥
獣
等
」
と

い
う
。
）
の
捕
獲
等
（
法
第
二
条
第
八
項
に
規
定
す
る
捕
獲
等
を
い
う
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
し
た
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

四

日
出
前
又
は
日
没
後
に
お
い
て
、
緊
急
銃
猟
を
建
物
内
以
外
の
法
第
三

十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
住
居
等
又
は
そ
の
付
近
に
お
い
て
実
施

さ
せ
る
と
き
は
、
そ
の
適
正
な
実
施
の
た
め
に
必
要
な
環
境
省
令
で
定
め

る
射
撃
の
技
能
を
有
し
、
か
つ
、
そ
の
適
正
な
実
施
に
関
す
る
講
習
で
環

境
省
令
で
定
め
る
も
の
の
課
程
を
修
了
し
た
者
で
あ
る
こ
と
。

２

法
第
三
十
四
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
緊
急
銃
猟
（
麻
酔
銃
猟
で
あ
る

も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に
「
緊
急
銃
猟
」
と
い
う
。
）
を

実
施
さ
せ
る
場
合
に
お
け
る
緊
急
銃
猟
を
実
施
す
る
者
に
係
る
同
条
第
三
項

の
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
過
去
三
年
以
内
に
、
緊
急
銃
猟
の
実
施
の
た
め

に
使
用
し
よ
う
と
す
る
麻
酔
銃
と
同
種
の
麻
酔
銃
を
使
用
し
て
、
危
険
鳥
獣

等
の
捕
獲
等
を
し
た
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
緊
急
銃
猟
の
実
施
に
伴
う
人
の
生
命
又
は
身
体
に
対
す
る
危
害
を
防
止
す

る
た
め
の
通
行
の
禁
止
又
は
制
限
の
手
続
）

第
五
条

市
町
村
長
は
、
法
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
通
行
を

（
新
設
）

禁
止
し
、
又
は
制
限
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
通
行
が
禁
止
さ
れ
、
又
は
制

限
さ
れ
る
べ
き
場
所
を
管
轄
す
る
警
察
署
長
に
そ
の
旨
を
通
報
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
場
所
に
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
と
き
は

、
同
項
の
規
定
に
よ
る
通
報
前
に
そ
の
施
設
を
管
理
す
る
者
に
協
議
し
な
け
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れ
ば
な
ら
な
い
。

３

法
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
行
の
禁
止
又
は
制
限
は
、

適
当
な
場
所
に
そ
の
旨
及
び
理
由
そ
の
他
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
を
掲
示

し
、
か
つ
、
禁
止
し
、
又
は
制
限
す
べ
き
場
所
へ
の
通
路
に
市
町
村
の
職
員

又
は
車
両
を
配
置
し
、
そ
の
他
そ
の
場
所
と
そ
の
他
の
場
所
と
を
明
確
に
識

別
で
き
る
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

市
町
村
長
は
、
法
第
三
十
四
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
行
の
禁
止

又
は
制
限
を
し
た
と
き
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の

規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
事
項
を
電
気
通
信
回
線
に
接
続
し
て
行
う
自
動
公
衆

送
信
（
公
衆
に
よ
っ
て
直
接
受
信
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
公
衆
か
ら
の

求
め
に
応
じ
自
動
的
に
送
信
を
行
う
こ
と
を
い
い
、
放
送
又
は
有
線
放
送
に

該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
よ
り
公
衆
の
閲
覧
に
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
六
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

（
猟
区
管
理
規
程
の
変
更
等
）

（
猟
区
管
理
規
程
の
変
更
等
）

第
七
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

第
八
条

法
第
七
十
一
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
軽
微
な
事
項
は
、
法
第
六

第
五
条

法
第
七
十
一
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
軽
微
な
事
項
は
、
法
第
六

十
八
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
第
六
条
第
一
号
、
第
二
号
及

十
八
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
並
び
に
第
三
条
第
一
号
、
第
二
号
及

び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

第
九
条

（
略
）

第
六
条

（
略
）


